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日本映画館における観客動員数の時間的変化の考察 

A Case Study on the Temporal Alternation of the Movie Attendance in Japan 

 

張永祺 Zhang Yongqi 

 

要旨 

 

近年、日本映画界では邦画の興行収入および興行収入全体におけるシェアが増え続け

てきた。一方、洋画の低迷が常態化となり、邦高洋低という状態が続いている。興行収

入全体からみれば、それは邦画と洋画の公開本数および高稼働作品の本数の増減の結果

であるが、本研究では時系列データを通して分析した結果、日本の映画館における邦画

と洋画の観客動員数の時間的変化の違いが邦高洋低の一因だと考えられる。 

製作国にもかかわらず、日本で公開される映画は興行が上映期間の初期段階に集中し

ている。バスモデルで推定した結果、マスメディア宣伝が邦画と洋画に与える影響はほ

ぼ同じであるが、洋画は邦画より口コミなどの影響を受けるという傾向が見られた。ま

た、洋画の合計動員数がより大きいのに対して、第一週目の動員数は邦画のほうが大き

い。邦画が洋画より速く週ごとの観客動員数のピークに達すると考えられる。 

  

 

 In recent years, In contrast to the stagnation of the foreign movie, the 

box-office receipts of the domestic movie and its share of the overall box-office 

revenue are keeping increasing in Japan.  This study examined the temporal 

alternation of movie attendance in Japan using the Bass model.  First, both the 

domestic and foreign movie screenings are concentrated in the early stage of the 

show.  Second, while the estimated parameters of the mass media advertising 

influence for domestic movie and foreign movie are similar, the analysis result 

shows that the box-office performance of the foreign movie is more influenced by 

word-of-mouth.  Third, although the domestic movie has a smaller aggregate 

audience, its first-week attendance is larger than that of the foreign movie on 

average.  The analysis results imply that the temporal alternation of movie 

attendance and screening pattern could be the factors involved in the box-office 

record.  

 

 

キーワード:  映画 観客動員数 時間的変化 上映パターン バスモデル   

 



1 

 

問題の背景 

 2006年に日本では邦画が興行収入全体の 53.2％に達し、1980年代半ば以降初めて洋画を

逆転した。2007年を除けば、2012年まで日本の映画界は邦高洋低という状態に定着してい

る（図 1）。その背景には、まず邦画の公開本数の増加が挙げられる。2006年以降、日本で

は毎年公開される邦画の本数が洋画を上回る。また、興行収入が 10億円を超えた作品の数

においても、2006年に入ってから、洋画の減少に対して、ヒットした邦画が増えてきた（表

1）。浅井（2006）は日本では大部分の興行収入は少数の映画作品から生まれていると報告

した。図 1 が示したように、日本では、映画の興行収入の全体は少数の高稼働作品の成績

にかかっている。つまり、邦画の公開本数、特にヒット作品の増加は邦画の健闘に貢献し

たと思われる。 

 しかし、日本映画界における邦高洋低の原因は単にヒット作の公開本数の増減だけだと

考えられない。洋画の不調は単に作品の力が弱かっただけではなく、洋画離れという日本

の観客側問題もあると考えられるという指摘があった（キネマ旬報社、2013、ページ 202）。

また、映画を観るのに劇場に行くほかに、DVDやテレビなどの鑑賞手段もある。日本ではテ

レビ放送される映画の本数は、圧倒的に洋画である（日本放送出版協会、2005、ページ 224）。

大量のテレビ放送は映画館での洋画観覧人口を減少させる可能性がある。筆者はビデオリ

サーチが発表した 2012年1週間高世帯視聴率映画を整理したところ、363作のなか、洋画は

247 本もあり、邦画の倍になる。しかし、平均世帯視聴率においては、邦画は 7.23％で、

洋画の 4.40％より遥かに高かった（F＝29.909、p<0.001）。つまり、多くの観客はテレビを

邦画の鑑賞手段としている。洋画のテレビ放送は洋画の興行収入に影響があるとしても、

限りがある。つぎ、DVDについて、筆者が日本映像ソフト協会の資料に基づいて近年日本で

の邦画と洋画のパッケージソフトの売上2を図 2にまとめた。2001年以降洋画の大幅な右肩

下がりに対して、邦画は微増微減の横ばいという状態が続いている。実数でみれば、DVDの

売上において洋画は不況にもかかわらず、邦画を上回っている。邦画より洋画のパッケー

ジソフトの販売とレンタルがその作品の興行収入に影響を及ぼすかもしれない。ただし、

洋画は興行収入とパッケージソフトの売上が同時に大幅に下がることは、洋画のパッケー

ジソフトの販売とレンタルは洋画興行収入の下降の主因ではないと考えられる。 

 なぜ日本映画館での洋画観覧人口が減るのか。映画の観客数は上映するスクリーン数や

上映期間などによって上限が規定される。一方、観客は決まられる期間以内に、メディア

宣伝や自分の好みや都合などによって映画館に行くかどうかを決める。また、作品のジャ

ンルなどによって、上映パターンと興行収入曲線が違うかもしれない。その違いが作品の

合計興行収益に影響が与える可能性がある。本研究では、日本の映画館における観客動員

数の時間的変化および上映パターンが映画の興行成績に与える影響を分析する。 

映画に関する研究は、いままで主にアメリカの映画産業を分析対象とし、経営学、経済

学のアプローチで活発になされてきた。一方、日本の映画産業に関する先行研究の多くは

文化や芸術の視点から分析したものである。経済分析の研究は少ないが、経済学、経営学
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の理論で映画産業の経済的特性を論じた研究（菅谷・中村、2006）や映画産業構造を分析

した研究（前田・細井、2010）などが挙げられる。ほかに映画における複数のチャンネル

間の関係については、浅井（2009）が映画の流通チャンネル間の関係を分析し、日本で興

行において成功を収めた映画は DVD 市場でも多額の収入を得る傾向があると報告した。ま

た、浅井（2006）は日本における映画のヒット状況とその要因の実証分析を試み、日本で

は他のメディアで発表された原作の映画化、映画の続編、専門家により高い評価を得た映

画、複数の映画館を所有する配給会社によって配給された映画はヒットの確率が高いが、

映画のヒットの程度と邦画、洋画というジャンルとの関係が薄いと報告した。一方、高橋

（2009）は観客側に焦点を絞り、映画に対するネット上の発言量及び否定的な評価は映画

の興行成績に影響を与えたと報告した。 

いままで日本映画産業に関する先行研究は、データの制限などの原因もあり、高稼働作

品を対象とし、ヒット作品の成功要因を分析した研究が多かった。本研究では時系列のデ

ータを用いて、日本での映画観客動員数の時間的変化を明らかにし、それが作品の興行成

績に与える影響を考察する。 

 

分析方法 

モデル 

 本研究の目的は日本で公開された映画が劇場における普及状況を分析することにある。

映画や音楽 CDなどのコンテンツ製品は耐久消費財の一種だと思われるため、本研究では

1969年に発表されたバスモデルを使い、分析を行う。バスモデルはコンテンツ製品の潜在

市場の予測に使えるが（Dellarocas et al.,2004）、コンテンツ製品売上の時間的変化の分

析にも応用できる（Asai,2009）。 

n(t) = 𝑝(𝑚 −𝑁(𝑡 − 1)) + 𝑞
𝑁(𝑡−1)

𝑚
(𝑚 − 𝑁(𝑡 − 1))   （1） 

バスモデルは、第 t期の商品 Aの初回購入数 n(t)は先導的影響のパラメーターp、追随的

影響のパラメーターq、第 t‐1 期における累積初回購入数 N(t-1)、初回購入潜在市場規模

m により推定できると考える。ここで、先導的影響のパラメーター（イノベーション係数）

p はマスメディアなど宣伝の効果を表し、広告などが残存潜在購入者（m-(N（t-1)））に与

えた影響を推定する。追随的影響のパラメーター（イミテイション係数）q は既購入者(N

（t-1)）と残存潜在購入者（m-(N（t-1)））との間で製品に関する情報の流通の影響を推定

する。映画の場合、pは新作映画に関するテレビ、雑誌などのマスメディアの宣伝の効果を

表す係数で、qは作品に関する口コミなどの効果を測定する係数である。本研究の目的は映

画観客動員数の時間的変化を分析することにある。映画は一般商品と違い、公開期間が限

定されるため、ここで Asai(2009)が日本における音楽 CDの販売パターンの推定方法を応用

し、分析を進める。具体的なやり方は各映画の合計動員数を潜在市場 m とし、各作品のイ

ノベーション係数 pとイミテイション係数 qを推定する。 
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データ 

 本稿で用いる映画のデータは、2011年 6月 25日から 2012年 7月 27日まで日本の 9大都

市3の一部の劇場で公開された映画の週次動員数である。具体的にいうと、興行通信社が掲

載する映画館（2011年の後半は 75スクリーンで、2012年の前半は 71スクリーン）で公開

された映画の週次動員数である4。日本での映画に関するデータは、一部の高稼働作品の全

国範囲の興行収入や観客動員数の集計データがよくみられるが、すべての封切映画のデー

タが公開されていない。本研究の目的はヒット作品の成功要因ではなく、映画観客動員数

の時間的変化の分析にある。したがって、ここでは一部の地域で公開されたすべての作品

の週次データを用いて分析を進める。また、本稿での 1 週間の区切りは、土曜日から金曜

日である。つまり、2011年 6月 25日（土）から 2011年 7月 1日（金）を 1週目とし、2012

年 7月 21日（土）から 2012年 7月 27日（金）を 57週目とする。 

 このデータのサンプル数は 14961 であり、全タイトル数は 390 ということになる。2011

年 6 月 25 日以前封切りされた作品（22 作）、2012 年 7 月 27 日以降まだ上映中の作品（27

作）、かつ上映期間が 3週間以下の作品が除き、分析対象は 282作になる。 

 

分析結果 

 推定に用いたデータの概要は表 2 と表 3 である。282 タイトルのうち、邦画が 132 本で、

洋画が 150であった。実写とアニメのタイトル数はそれぞれ 240と 42であったが、𝜒2検定

の結果、日本で公開された映画のなか、日本製アニメが多いという特徴がある（𝜒2＝18.526、

df＝1、p<0.001）。日本で公開された映画の上映期間が短く、平均値が 6.16 週である。そ

のうち、日本で邦画の上映期間の平均値が 6.11 週で、洋画は 6.20 週で、上映期間におい

て洋画と邦画との間で大きな違いが見られなかった（表 5）5。また、ほとんどの映画は封

切りされた数週間後、スクリーン数が急激し、興行が公開期間の初期段階に集中する。282

タイトルから上映期間が 4 週間以下であった作品（33 タイトル）を除き、残る 249 タイト

ルのなか、191 タイトルは興行最初 3 週間のスクリーン数はスクリーン数の合計値の 50 パ

ーセント以上で、そのうち 84作は 70パーセント以上であった。50パーセント未満の 58タ

イトルのなか、55作は上映期間の前半のスクリーン数が合計スクリーン数の 50パーセント

以上であり、うち 23タイトルは 70％パーセント以上であった。また、興行最初 3週間のス

クリーン数は、邦画は平均的に 26 スクリーンで、洋画は平均的に 25 スクリーンで、有意

の差が見られなかった。興行最初 3 週間のスクリーン数が合計スクリーン数における比率

は、邦画は平均的に 66％で、洋画は平均的に 67％で、有意な差がなかった。つまり、製作

国にもかかわらず、日本で公開された映画は興行が上映期間の初期段階に集中していると

いうことがデータで示された。洋画の合計動員数の平均値が邦画より大きいが、有意では

なく、合計動員数は邦画、洋画というジャンルとの関係は薄い。これは浅井（2006）の結

論と一致した。ただし、第一週目の動員数は邦画のほうが大きい。邦画は洋画より速く週

ごとの動員数のピークに達すると考えられる。 
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 映画の封切時期が映画の動員数に影響を与える可能性があると考えられる。つまり、休

暇で封切りされた映画は初期に観客が多いかもしれない。ここで、2011年7月1日から8月31

日まで、2011年12月23日から2012年1月7日まで、2012年3月1日から4月7日まで、2012年4月

28日から2012年5月6日まで、2012年7月1日から2012年7月27日まで封切りされた映画を休日

に公開された映画とする。結果としては、休日に公開された邦画は39本で、洋画は54本で

あった。また、実写、アニメというジャンルでみると、休日に公開された実写映画は76本、

アニメは17本であった。邦画と洋画、実写とアニメの公開本数と比較して、休日に公開さ

れる洋画、アニメがより多いが、有意の差が見られなかった。つまり映画のジャンルと公

開時期の関係が薄い。 

 式（1）で各作品のイノベーション係数 p とイミテイション係数 q の値を推定し、邦画、

洋画というジャンルで分析した（表 5）。282 タイトルの𝑅2の平均値が 0.915 である。バス

モデルは日本映画館における観客動員数の時間的変化の分析に適切な手法だと示された。 

 イノベーション係数 p において、邦画のほうがより大きいが、有意ではない。一方、洋

画のイミテイション係数 q は邦画より大きく（p<0.001）、洋画はより口コミなどの影響を

受けるという傾向が見られた。 

 邦画と洋画の別で各映画のイノベーション係数 p とイミテイション係数 q の大きさを比

較した。Sawhney と Eliashberg(1996)は映画をブロックバスタータイプ（ビッグヒット映

画）とスリーパータイプ（のちにヒットする映画）に分類した。ブロックバスタータイプ

の映画は『麒麟の翼〜劇場版・新参者〜』のような作品で、封切りされた後にすぐ大勢の

観客を集め、週ごとの動員数のピークに達する大ヒット映画のことである（図 3）。一方、

スリーパータイプの映画の場合は『TIME/タイム』のように、公開された後、一定期間が経

過してから週ごとの動員数のピークに達する（図 4）。本研究では、イノベーション係数 p

がイミテイション係数 q より大きい場合、つまりメディア宣伝により大きな影響を受ける

映画をブロックバスタータイプとし、その逆の場合の映画をスリーパータイプとする。邦

画のブロックバスタータイプとスリーパータイプの数はそれぞれ 92 と 40 であり、洋画の

ブロックバスタータイプとスリーパータイプの数はそれぞれ 72 と 78 である。𝜒2検定の結

果、邦画はブロックバスタータイプになる傾向がある（表 4）。 

 近年、日本では公開本数の増加に伴い、邦画の興行収入が増え続けてきた。一方、洋画

の興行収入が右肩下がりとなっている。興行収入の全体からみれば、それは公開本数およ

び高稼働作品の本数にかかっているようにみえる。先行研究でも映画のヒットの程度と邦

画、洋画というジャンルとの関係が薄いと報告した（浅井、2006）。しかし、本研究の分析

結果、映画の上映パターンと観客動員数の時間的変化が興行成績に影響を与える一因だと

考えられる。日本では多くの洋画が封切りされた後、口コミなどの影響を受け、一定の時

間を経てから動員数のピークに達する。しかし、邦画と洋画にもかかわらず、ほとんどの

映画が公開された数週間後、スクリーン数が急激し、映画の興行は公開期間の初期段階に

集中している。それらは洋画の合計動員数に影響を与えるのだろう。それに対して、多く
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の邦画は公開された後すぐ観客動員数のピークに達し、スクリーン数の減少が合計動員数

への影響はより小さいと考えられる。ただし、各映画の観客動員数の時間的変化は作品の

ジャンル、作品に関する口コミ、マスメディアの宣伝などの様々な影響を受けると考えら

れる。これらの要因が日本における映画の興行収益パターンへの影響は今後の課題として

残される。 

 

                                                   
1 統計期間は 2011年 12月 26日から 2012年 12月 30日までで、合計 363作であった。 
2 映画のパッケージソフトの売上はレンタルとセルの合計値である。 
3 ここでは、9大都市は東京（23区）、横浜、川崎、京都、大阪、神戸、名古屋、福岡、札

幌である。 
4 2012年末の時点で、日本全国の映画館数は 3290スクリーンであった。 
5上映期間、スクリーン数、合計動員数、第一週目のクリーン数、第一週目の動員数、イノ

ベーション係数 p、イミテイション係数 qにおいて実写、アニメというジャンルで分析した

が、すべての項目は有意の差が見られなかったため、実写、アニメのジャンルの表を省略

する。 
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図 1 日本における邦画と洋画の興行成績 

 

出所：日本映画製作者連盟資料より筆者作成 

 

表 1 日本における映画の公開本数（単位：本） 

 

出所：日本映画製作者連盟資料より筆者作成 

 

図 2 邦画と洋画のパッケージソフトの売上推移 

 

出所：一般社団法人 日本映像ソフト協会資料より筆者作成 
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表 2 データの概要（1） 

 実写 アニメ 合計 

邦画 99 33 132 

洋画 141 9 150 

合計 240 42 282 

出所：筆者作成 

 

表3 データの概要（2） 

上映期間   

（単位：週） 
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

邦画 13 26 28 20 9 11 9 10 3 1 2 0 0 0 0 

洋画 20 21 26 25 25 9 10 8 0 1 0 1 2 1 1 

合計 33 47 54 45 34 20 19 18 3 2 2 1 2 1 1 

出所：筆者作成 

 

 

表 4 邦画と洋画の公開時期および収益パターンの比較 

 邦画 洋画 𝜒2値 

休日 29.5％ 36％ 1.048 

ブロックバスタータイプ 69.7％ 48％ 12.706*** 

有意確率 ***p<0.01  

出所：筆者作成 

 

表5 邦画と洋画の上映パターンの比較 

 邦画（132本） 洋画（150本） F値  

上映期間（週） 6.11 6.20 0.002  

スクリーン数 48.21 46.56 0.002  

合計動員数 61324 62637 0.424  

第一週目のスクリーン数 8.92 8.39 0.352  

第一週目の動員数 14383 13438 0.529  

イノベーション係数ｐ 0.357085 0.344039 4.512  

イミテイション係数q 0.316378 0.436491 24.758 *** 

有意確率 ***p<0.01   

出所：筆者作成 
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図3 『麒麟の翼 〜劇場版・新参者〜』の週次動員数と週次スクリーン数 

 

出所：興行通信社の資料より筆者作成 

注：統計範囲は興行通信社の掲載映画館における週次動員数と週次スクリーン数である。 

 

図4 『TIME/タイム』（原題: In Time）の週次動員数と週次スクリーン数 

 
出所：興行通信社の資料より筆者作成 

    注：統計範囲は興行通信社の掲載映画館における週次動員数と週次スクリーン数である。 
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